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   [1] Moment―Augenblick (瞬間)、Adresse―Anschrift (住所)、Projekt―Entwurf  





































る注目すべき研究として Peter von Polenzのそれをとりあげたい。具体的には彼のこれま
での語史研究の集大成といえる『ドイツ語史――後期中世から現代まで(3巻)』(Deutsche 






14世紀から 16世紀」(Bd.1.: Einführung/Grundbegriffe/14. bis 16. Jahrhundert)、第2巻：
「17世紀・18世紀」(Bd.2: 17. und 18. Jahrhundert)、第3巻：「19世紀・20世紀」(Bd. 3:  
































   [3] 
a) 「枠構造・箱入り文」(Satzrahmen/Schachtelsatz) 
b) 「冠飾句」(erweitertes adjektivisches Attribut) 
c)  「継続的副文」(weiterführender Nebensatz) 
d)  「名詞文体」(Substantivierungsstil) 
e)  「造語(Wortbildung)の多用」 
f)  「定動詞省略副文」(afiniter Nebensatz) 
g)  「接尾辞純粋主義」(Suffixpurismus) 
h) 「外来の複数語尾の導入」 
i)  「名詞の大文字書き」(Großschreibung des Substantivs) 
j)  「句読法」(Interpunktion) 



























を表現しようとすれば、英語・フランス語では rule of grammar、régle de grammaireと
分析的に表現するところをドイツ語では(Regel der Sprache と並んで)合成により
Sprachregelと一語で表現できる。 
f)は副文において定動詞として現れた助動詞haben/seinが省略されることをいう。ラテ



























































































































[3] a)、b))。また、斜格(obliquer Kasus)の統合、属格の消失に伴う前置詞 fun(ドイツ語
von に相当)による属格の表示、形容詞の強変化・弱変化の消失、不定冠詞の語尾消失な
ど、局用の単純化・消失が見られという。さらに動詞活用でも同じ傾向が見られ、現在人
































ている 14。ここでいう四つの基準とは 1) Selektion der Varianten(変種の選択)、2) 
Kodifizierung(明文化)、3) Elaborierung der sprachlichen Funktionen(言語機能の洗練)、



























   [4] i) sekundär gelernte Schriftsprache(二次的に学習された文語)、ii) an 
gesprochener Sprache orientierte, sekundär gelernte Schriftsprache(口語に準じた、
二次的に学習された文語)、iii) sekundär gelernte Sprechsprache(二次的に学習され
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[付記] 本稿は、2006年 10月 14日、九州産業大学において開催された日本独文学会 2006
年秋季研究発表会シンポジウム「歴史的に見た現代ドイツ語」における口頭発表「ドイツ
語はどれ位人為的な言語か」に大幅加筆したものである。 
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